
黄銅鉱1．5％　方錯鉱8．7％，閃亜錯鉱9．6％，脈石

61．5％，計100．0％であつたので，これより計算すると

鉛15．26％，距錯6。97％，銅o．61％となる。金銘の沢

の鉱床については本調査では試料探集を行わなかつた

が，白本鉱業株式会肚による分析結果より計算すれば，

140m坑内の富鉱部では李均金7。09／監，銀2351・39／t，

錯1．4％で，分析晶位中の最高は金32・09／t，銀3・6209／t

．である◎

　　　　　7・沿華及び現況
　本鉱山は昭和⑫年以降3年間日本鉱業株式会祉によ

つて探鉱せられた後，金山整備のため一時休山した。そ

の後昭和22年10月現鉱業権者（北差鉱業株式会冠）に串

つて銅・錯・亜錯を目的に探鉱せられ現在に至つてい

るoこの聞費鉱せられたことはなく，坑口附近に少量の
　　　　　　ペ　　　　ヤ　　　　　　　ゆ貯鉱があるに過ぎない。調査当時は労務者数名によつて

錯鉱の沢二号坑を鑓押し中であつた。踏査後同会融は近

く金鉱床を目膵して本格的開査に乗咄す機蓮にあ

　る0
　　　　　　811結　語
　本鉱山の銅，・錯・亜鉛鉱床はi連続挫に富むが，脈幅が

　　　　　　　　　し　小さい画多大の縫瞳めない・鰍ロ鉱聯で輝
．在の所，錯鉱の沢の鉱床だけが探鉱橿値がある。これに

　反して金鉱床は金鉱め沢140m坑内に見られるもので’

　は富鉱部は含鋪齢均四tに達しそ嘱脚嚇
　かでないが，探鉱によつては採掘可能な程度の鉱量セと達1

　する見込がある9この外翻査禰割愛した力桐一鉱

　業権者の隣接鉱区内には蒼所に10靴に近い金鉱脈の

　賦存が知られているので，今後の調査によつて，1これら

　隣採鉱区を含めた地域に亘つて或程度の鉱量を確認すれ

P　ば，金鉱床として開発し得る可能性が充分ある◎銅・錯。

　亜鉛鉱床のみを目的としては稼行困難で，金鉱床に稼行
　ず　便値を生じた時1始めて本鉱山の企業は成立つものと言

　わざるを得ない。　　、一　（昭和24年9月調査）

553．31／．46！；550・8（524）：622・1．

　　　　　ヌカビラ　　　日高國糠李鉱山附近のクローム鉄鉱鉱床調査報告
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　　　　　　要　約　『
　　　　　　　　　ヌツケベツノ糠干鉱山は・日高國沙洗郡李取村字貫気別にあり，日高

＊・北鴻道支所　　　　　　　　　　F　　　P

　・地質月報第1怠第5號　　　　　1

本線富川駅の北東直距離約50k血の地に位す為げ踏査

区域はこれを中心とする南北約6km，東西約12knlで

あつ宅，その構成地質要素は先白璽紀層，下部白要紀暦

と，前者を貫く超塩基性火成岩（蛇絞岩一頑火輝石轍麓

、岩）及びその分化脈岩とである。超塩基性火成岩は一種

の
、
Sepねとして現われており，強度の蛇絞岩化作用を受・

　　　　　　　　　　　　　　　＼けているが，部分的に緻麓石（FO　g7＿70）及び斜方輝石

・（Eng7－g2）の残晶を止める比較的堅緻な岩塊を含有するび

この岩体中及びその附近に見られた分化脈岩は，曹長岩　，

一荻曹長胤石英曹長岩一石英灰曹長岩及び角閃石曹長

岩一角閃石友曹長岩であるρ

　鉱床は前記蛇紋岩体の南端周縁部に分布するクローム’

’鉄鉱鉱床で・、西から西紳鉱床・天恵鉱床・俘慶鉱床・藤

恵鉱床等がある6鉱体は不規則塊状乃至楕円体駅のもの

が連鎖状をなし，筒状の鉱床を形成する傾向がある。．鉱

石は塊欺鉱及び斑状鉱（所謂メヅテヤ鉱）、とに大別す為こ

とが出来，前者はl　C聖0350～58％、で鉱床の主要部を占

め，後者は．C聖0325’》30％程度のものである。現在各

坑道の殆んどが荒塵しておつて，、僅かに西憩鉢床長官坑

の一部のみしか入坑することが出来ないので，鉱量の計

．算は不可能であるが，将来の探鉱によ？ては多く爾鉢量

が期待出来るであろ5。
　本鉱山は昭和11年（1936年）開発以来，幾多の浩長を

，29一（289〉 、　、
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無

＝1経て昭和24年3月までに，李均晶位Cr20353％のもg

・約10，000tの出鉱を見，現在日本化学株式会杜に邊鉱

している0

　　　　　　　1．緒　　言
　昭和鍛年6月2日から16日問，’糠季鉱山附近の調査

、に從事した。こエにその結果を報告する。・．

　当初，鉱床調査を主な目的≧したのであつたが，当時

は先に掘i進された各坑道の大部分が荒廃に帰しており，

唱直接に鉱床を観察することが不可能な状態であつたの

で，鉱床母岩体の概貌を明かにすることを主要目的とせ

一ぎるを得なかつたo

　調査に当り協力せられた北海道大学番場猛孝民並びに・

糠平鉱i業所の各位に感謝する。

　　　　　　　2～鑛　　匠
　調査地域は次の鉱区を中心とする南北約6km，東西

一約12kmである。
　　　　　　　　　　　　＼
　鉱区番号：　日高國探登第7，8，9，21，24号

　鉱種名；　ク・rrム鉄鍼，ニッケル

　・鉱業権者：　富本朝二，東京都文京区原町10

　　　　　　3．、位置及び交遇
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌツケ　本鉱山は日高山脈の西側，日高國沙流郡平取村字貫気

7別に在り，鉱区は糠李川の一支流パソケハヤシュニナラ

川及びペソケハヤシュニナラ川の上洗一帯に亘つて設定
ノ

・されているo

　鉱山に達するには，田高本線富川駅から分岐する沙流　・
　　　　　　　　　　、　　　ウサジブ
鉄道線により平取に達する◎これから右左府に通ずる國
　　ニオイ
道を荷負市街地まで至り，これより糠平川の洪積李地に　，

澹つて貫気別部落を経て鉱山事務所に達する。鉱右は

トラックによつて富川駅まで6αkmの聞を直邊してい

る0

　　　　　　　4．地　　形
　本地域の地形はそれを構成する地質要素によつて特徴
　　ヤずけられるようである。蔀ち主として輝緑凝荻岩・黒色

ト千枚岩・緑色片岩・珪岩・チャート・石衣岩よりなる先

白璽紀即発達する地域は，各腺噺崖絶壁を形成し

或は深い漢谷を刻んで急峻な牡年期の地貌を呈するのに

対しこれらを貫く蛇紋岩地帯は比較的緩慢な地貌を呈

1する。叉，下部白璽紀層の発蓮する東部地域に於ては，

主として頁絵りな郷分ば剛駄詠平鵬鰍が
進み・從づて河川の幅も比較帥広く・概して緩慢ではあ

る汎砂岩及び礫岩の地域は稽々聾立しで炉る。

　河｝llの主なものは糠ZF川であつて，遠く日高山脈の高
り

峯幌尻獄（2，052・4m）に源を発し，地域の東部を’南疏し，

更に南部を西洗して沙洗川に注ぐ。地域の北部には糠李

獄（1，350・Om）と通称西紳山（1，094・8m）が聾え，その間

　1，000mを超える山嶺が蓮なる。それらに源を発し南流

　して糠乎川に注ぐ主な河川は，’下流からペンケィワナィ

　川，パンケン、ヤシュニナラ川及びペソケハヤシュニナラ

　川であって，何れ亀合流点まで約5kmである。

　　　　　　　　5。地　　質
　　　　　　　　　　　　　　　　＼、　　　　　　　　　／　当・地域の地質の概観は衣め如くであるo

　先白聖紀暦（株羅紀層？）…・主と叱て輝緑凝友岩，片状

　　　輝豫凝灰岩よりなり，その他緑色片岩，黒色千枚

　　　岩，黒色粘板岩，赤色珪岩，荻色石友岩等を含む。

　下部白墓紀暦・・∴主として黒色頁岩よσなり，その弛砂

　　　岩及び礫岩を含む。

　超塩基性逆入岩及びその分化脈岩・…先白璽紀暦に滋入

　’帰　する。

　此の地方の先白璽紀暦は地域の大宇を占め・極めて複
　　　　ヤ　難な構造を示して必ずしも走向，傾斜は一定していない

　が，大体N300～400Wで傾斜は概して急である◎從

　来本厨は上部保羅紀の鳥ノ災統並に奈江川チャ』ト暦に

　　　　　　　　　ら　対比され，更にそめ構威岩石によつてこれiこ北海道型上

　部株羅紀韓なる名称が與えられている。

　　白墓紀暦は地域の東部に大体南北の走髄有し，すべ

　て垂直叉は東に60～800傾斜レ大体軍斜構潭を示すも

　のの様である。本暦はその北方延長地域に発達する双珠

　別暦並に南方貫気別暦から類推すれば，下部白璽紀暦と

　して大邉ないであろうo　　　　、

　　この地域に見られる火成岩類は鉱床の母岩をなす超塩

　基性火成岩と，その分化脈岩と考えられる優白岩類及び一

　先白璽紀暦の各所に岩床朕に貫．く輝緑岩とである。

　超塩基性火成岩（蛇紋岩一頑火輝石撒騰岩）は沙流川，

　糠卒川に包まれる山地め大孚を占夢る広大な岩体爾南東

　端部に当る。その逆入の時期に関しては，当地域に於て　、

　は先白望紀暦を貫くものであるが，從来幾多の諸賢によ

　つて後白璽紀一先古第三紀と考えられている6本岩は強

　度の駝紋岩化作用を受け・通常淡緑色乃至暗緑色軟質の

　岩石矯あるカ㍉局部的に撒騰石（FO　g7－70：Fa3一芦oで恥8g

　：FaI1前後のものが最も多ヤ））。斜方輝石、Eng7－g2）の残

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　晶を止めるや瓦硬質の暗緑色塊状岩石が処々に犀られ

　るQこれは明かに原岩の蛇紋岩化作用の一階程を示すも

　のであつて，種々の大きさの球欺体として岩体中に混在

　するQ例えば西神鉱床北西部に於ては岩体の周縁に近く，

　これと略々平行して配列しているのが認められる。叉ゼ

ー岩体中には多くの辻り面が見られ，著しい葉片状を呈す

　ることが屡々ある。なお，糠平山南方に於ては陽起石，柘

　榴石を含むものがある。本岩Φ特陸とも云う尽き可塑跨・

　菅　矢部長克・杉山敏郎，北海道に於ける　σか60po紹παs6勉窃

　　o♂α疏7編αHAYSAKAの護見．地質學難誌．第賂巻，41頁．

　　（194工）

、

30一（290）



壕

0

　　　　　　　　　　　　麟難〃鞍

一《☆著糞縫＼　 1識誉ミ

嚢養靭
、》磁懸

z下舶璽罐・

蘭先白華紀彫

厘］E灰．岩

圃
　　超塩基柱
　　火歳岩類

医コ駝岩類

国齢岩

1西神鈍床
2天恵舘床一
3伴慶鉱床一　，
4一辮慶鉱床

5神恵鉱床

第1圖　糠牢鉱爵階近地質圖（水系は林相圖による）

ーに関連して，当地に於ても蛇紋岩礫を主とする一種の角

礫性堆積暦（所謂コンクリー盤）が随所こ見られ，或は岩

体自身を蔽い，或は蔦れに接する周囲の地暦をも被覆す

る場合が屡々ある。　　　’

　今回の調査に携gて特に注意すべき事実は，一送入岩体

の一部が一種のSeptaとして現われており，且つそれが

周りの地暦の一般走向に対して斜交して逆入しているこ

とである。斯様なことは北海道宗谷方面，中央部及び日

　　　　　　ノ高南蔀地方に見られる蛇紋岩岩体が，大きな構造線に沿

つで避入しているのに対して梢々特異な形態を示すもの、

であるが，本岩体全体としては他のそれと同様に南北に

1延長しているのであつ（，・調査した地域は南たかもその

一端に当つており，以上の様な特異な逆入状況を示した

ものと早られるのであるo

　北道海に於ける蛇紋岩に俘う優白岩類については鈴木

醇教授の詳細な論文管が発表されている。この地方の優

白岩類！蝕鱗体中に岩脈及び岩瘤とレご諸所に見られ・

るが，その組成鉱物の量・大きさ・成分及び構造等は極

めて変化に富むものである。以下主なものについて記載

する。

　甚鈴木醇3　北海道に於ける蛇紋器に伴う優白岩類に就いて．岩石－

　鉱物鑛床墨會誌，第23雀、63・一80頁・124－142・頁（1940）

　A・曹長岩一茨曹長岩：西紳鉱床東方約5qOm附近・

に於て鱒石として得られたもので，蛇紋岩中に幅象｝3
　も
cmの白色脈翠をなして含まれるものである。鏡下に於

ては，、、殆んど均質等粒斜長石より成り，石英は殆んど含

まず，少量め棚石，普通角閃石及ぴ絹雲母を俘う。斜長・

石はAn7－27で，淡褐色に洞濁するものが多い。

　　　　　も　B．石英曹長岩一石英次曹長岩：優白岩類中最も普通．，

に見られるものであるQ西紳鉱床の東方約1dOm¢）もの

は幅約10m，延長方向N400：Eに，俘慶坑の南方約70m

附近のものは幅約15m，延長方向N500Eに，西紳鉱

床長官坑口より1印mの坑内のものは幅約1m，延長方

向娘40。Wに何れも岩脈状として見られる。その弛韓、’

石として得られる優白岩類の大部分はこの種のものであ

る。本岩は構造上大体等粒均質のもの（西紳鉱床附近の

もの）と斑状構造を示すもの（俘慶坑附近のもの）とがあ

つて，斜長石及び石英を主成分とし，これに少量の黒

雲母・絹雲母・緑泥石・糖石・磁鉄鉱等を俘う、ものであ

，』る。斜長石の成分はAnlo－22であつて洞濁している事が、

多い◎本岩のあるもの（長官坑内のもの）に於ては梢々多

量の黒雲母を含有しておリゲ且つそれ等が歪力を受けて

いるのが常であるo

　C・角閃石曹長岩一角閃石茨曹長岩3西紳鉱床の東方

31一（29ゴ）’



　　約‘150m友び南方約1．5km附近で得た轄石について

　　稔鏡すれば，斜長石（Ang－12）に次いで多量の角闘石及

　　、び少量の石英を主成分とするものであ為。それらが梢々

　　斑状構造を示し，．石基中には微量の楯石を含有するQ

　　　輝緑岩は先白奎紀層中に岩床状を呈して各所に存在す

　　るが，外観は嫌凝灰岩と区別することは極めて困難で、

　　・ある。鏡ヤに於ては，多数の短贋状の斜長石及び輝石よ

　　り威り，典型慮勺なオフ雀テ1くック構造を示しているo副

　　成分としてぽ磁鉄鉱・赤鉄鉱及び稀に楯石が認められ

　　・る。斜長石の成分湶定嫡困難であ筒が，大体曹友長石一

　　亜荻長右に属するものの様である。’著しく炭酸塩イヒ作用

　　を蒙り，例えばパソケメヤシュニナラ川中流に見られる

　　略のに於ては斑晶の原形を殆んど認めξことが出来ない

　　程度のものもある。輝石は普通輝石で，自形又は牛自形

　　　　　　モ　　を示し，一部緑泥石或は緑簾石に変化している。

　　　　　　　　6．鑛　床
　　　鉱床は蛇紋岩中に在gて，不蔑則塊状乃至楕円体状の　、

　　鉱体が蓮鎖状をなし，概して筒状の鉱床を形成する傾向

　　・がある。この場合小鉱体を連続する部分は1粉鉢よりなる

　　細脈をなす例が多い。鉱体とその母岩との境界は明瞭で

　　あつて，、その多くは滑り肌となつているが，唯弁慶坑に

　　，於ける廃石によれば，塊状鉱に続いて斑歌鉱を形成して

　　いる場合がある6鉱床ほ前記蛇紋岩体の南端周縁部に分

　　布し，西から西紳鉱床己天恵鉱床・俘慶鉱床・弁慶鉱床

　　、・及び紳恵鉱床等が知られている。現在実際観察出来るの

ノ、晒薦即」細みであるカ㍉、琉徽床につい禦
　　られる処を言己蓮；する。

　　　T　A。西紳鑛床ε現在唯一の稼行鉱床であつて，主要な

　　坑道どしては上から四号坑・長官坑・第一通洞坑及び第

　　二通洞坑があり3各20～40mの水準差を有しているδ

　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　現在観察し得るものは長官坑のサ部のみで・且つこの坑

　　道が鉱体内を約5単堀進しているに過ぎないので鉱床
　　．の大きさ』形等を実際に見ることが出来なかつた。然し，

　　これと類似の鉱塊と思われる径数cmから数10c血程

　　 度の多数の小鉱塊がその境界附近に認められ，それらの’

　　．寧塊は何れも團塊状を塗し，N500Wにi延長し畢軸の

　　P傾斜はSE方向へ20。一豹。である。從来の調査によれ

　　ば，主鉱体について延長約40mに亘り，5～15mの延
　　びを有する楕円体状乃至は球状の鉱塊が相蓮つたものと

　　見倣されているo露頭下．75mの第一通洞坑に於ては
　　Stope　length101m内外の大鉱塊に．着鉱したと云われ，

　　從？て下部探査の要ありと思われる。，なお下底へ鉱体の

　　蓮続を予想し・’第一通洞地並より更に42m下位である

　　第二通洞坑の堀進を開始したが，着鉱予定点まで達する一

　　ことなく120m．で堀進を中止している。

　　　B．天恵鑛床：第噌天恵坑に於ては，粘土を俘う粉鉱

　　　　　　　　　　　　7　1
質め露頭を認め，これから約巧m掘下つたが，未だ稼

一行すべき鉱体に着鉱す為に到らずb客こ池に対して下部

探査の目的で水李坑道を約100．m堀進したが　未だ予．

定距離に達せずに何れも休止中である。從来の調査によ

れば，本鉱床は東西陸の延びを有するものの穣である。

第二』・第三天悪坑に於ては，表土中に認められる1～2m

程度の鉱塊を採掘したが，地山に胚胎する鉱床の発見は』

　　た未だ見ない。「

　C・伴慶鑛床3　本坑に於ても露顛附近に見られた鉱

塊羅1楊血澤度のもので見るべきものがなかつた・
が，露頭下25mの坑道に至り，露頭位置からその南方

斜踵離約50mの位置に径10m程度の球状鉱舞に着鉱

した。より深部に至つては，その落しの方向を換え，

S400』Wの方向へ約鱒○の傾きを示して，斜距離約50mド

の聞に亘り・径5・》10m程度の鉱塊5，6個相蓮らなり

露頭下601nの坑道に至る迄達していたと云う。これら

の鉱塊は現在ま宅すべて採掘し露され，その出鉱累計

3』000tである。鉱体は同様の傾向を以てその落しの方

向に連続するとの推定の下に，も号坑から20m’下位の

8号坑及び50m下位の7号大切坑から夫々探鉱坑道Φ　　9・

既墾を行つ癒が，7号坑に於ては予想着鉱位置へ10mを

余して中止している。各貌道は何れも調査当時は既に崩

壌甚しく，実際観察することが出来なかつたQ
－
D
．
辮 慶鑛床＝本坑も当特何れも崩壌し七観察する

ことが出来なかつたが，從来の採掘結果示された処によ

れば，北へ直立に近い落しを有する鉱体であつて，径5～

8m，延長20卑余りであり，殆んど採掘済のものであるQ

　耳紳憲鑛床；從来行われた地表及び水平坑内の探鉱

によれば，’径数o血から2～3mに及ぶ多数の鉱塊が散

在するものであつてゲそれ等の連緯性は未だ明確でな

い。然しながら地表近く稼行に債する大鉱塊の賦存炉多

分に予想されるo，

　その他紳恵鉱床の東方位置に鉱塊が発見され（奥紳・

恵）その形態は前者と同様の傾向を示すものである6

　　　　　　7・鑛　右
　鉱石は塊状鉱及び斑状鉱釈所謂メッチヤ鉱）、とに大別

することが出来るが，それらの間には種々の中間体が存・

在する。、　　　　　　　1　　　，
　塊状鉱は鉱体の主要部分を構成レζいるものであり，’

文表土或は崩壊堆積物中に見られるク世一ム鉄鉱の韓石

の大部分はこの種の鉱石である。暗青色乃至黒褐色堅碑

なものでこれを鏡下に槍すれば，各クローム鉄鉱粒叉は

瀟された破片の聞には微細融牢紋石艦石・粘土鉱

　簡　鈴木醇＝本邦産魯説鐵畷暖石に就いて（1），以下鉱石分類の名鰐

　　　　　　ノ　　は鈴木醇教授り提案によるo炭石魑物鉱床學會誌‘第F27巻・1工6

　　－124頁　（1942）
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物・董泥石・ク・一ム華或はク・一ム柘榴右・黄鉄鉱・

　　　　　　　　　　ノ磁鉄鉱等が充蟹しているQクローム鉄鉱は程度の差はあ

るが一般に著しく破陣さ為，他形叉は牛自形を呈し，輪。、

戸廓が不定で且つ麺裂に富んでいるため7一個体の大さは

明確でない。結晶粒は暗福色乃至黄褐色の牛透明である

が，その周縁及び鉋裂に沿つて不透明部分が存在するの

が常である。牟透明な部分は光学的に等方性であるけれ

　ゆども1，往々不規則なパッチ状に幽かな複屈折を示す部分

がある㌔叉ク冒一み鉄鉱粒中には，稀に撒濱石・輝石等

の初生鉱物の原形を止めた蠕紋石を包裏していることが

ーあるQ

　斑状鉱（俗にメツチゼ鉱）は鉱体の一部（例えば西神鉱

床，弁慶鉱床）に見らやるもので，外観は前記塊状鉱と

．大きな差異はない。鏡下に於ては，クロー云鉄鉱粒の破

砕の程度は塊状鉱に及ばず，，／通常不規期且つ円味を帯び

たものであつて，稀には自形（径0。5＾4・0・mm）を示し，

至く準紋石化さ：れた撒麓石粒の聞隙を充している。組成

鉱物としてはその他多量の蛇紋石及び少量の滑石・粘土

鉱物・墓泥石及び微細な磁鉄鉾が認めらわる6クローみ’

鉄鉱自身の光学性及び結晶粒中に新鮮な撒麓石及びその

形跡を止める蛇紋石を包裏していること等は塊棘鉱の場。

合と同様である。

　　　　　　　＄．晶位及び鑛量
　鉱石中に含まκ為〃ローム鉄鉱粒の密集度及び粒凌津

は不同噛？てr魁ないが・蹴鉱にあつ口潔粒塊

状鉱に粗当iするものが多．く，その品位はCr20350％以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誓上，表土叉は崩壌角礫性堆積暦中に存在するこ9の種の鉱

石でほ55％以上を示すことが多い。班状鉱にあつては細

粒斑状鉱に柑当するものであつて，その晶位はCr203

25～30％程度のものである。なお当鉱山の買鉱晶位ば干

均Cr20353％であるo

　管　この事實は，鈴木醇教授によをご1ば，後i次的に興えられた．堅力の影

　　響によるものと思、われて硫るo

　　　　　　　　　　　　　　　奪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　　553．661：550．S（524）：622・19

　　　　　　　　　　　　　　　　　’カイ　ベツ

　鉱床の凝鰍誰べた様に課轡充分硫く且つ銃1
　内が殆んど荒廃しているので，鉱量の計算は現在の処不1

　可能であるo　　鵬　　　　　　嶋

　　　　　　　9・澹革及び現況
　昭和9年（1934年！夏，現在の神恵坑附近に於て初めて

彩しいクロー、ム鉄鉱の轄石が発見され，その後，昭和工1，

　年に現鉱業権者はその開発に着手した。着業以来鋭意探

　鉱に勉めたが、当・初鉱況稽々思わしくなかつた。昭和18

　年頃漸く富鉱部をつきとめ且つ鉱床の傾向を少しく明瞭

　にすることが毘来たので，その将来に多くの期待を持つ・

’ことが出来る様になつた。然し昭和20年終戦と共に休

車の止むなきに至つたので・專ら酪坑の保坑甥め・

　昨年鳳来再開されている。嘗て，鉱区内各漸に匪難され

　た探鉱玩道は甚しく崩壌し，』唯現在稼行中の西紳鉱床長

　官坑のみが入坑可能である。着業以来昭和24年3月ま

　で累計約ユ0，00供の出鉱を見，その中西紳鉱床は終戦

　後の約2，000tと合せて約5，000t』を出鉱している。，こ，

れらの鉱石は平均品位Cr20353％であつて，現在日本

　　　　　　　　　　　　　　亀イヒ轍朱式会祉に邊鉱している。

　　　　　　　　10・結、語
　鉱床の母岩をなす蛇紋岩体は周囲の水成岩類に対して

一種のSeptaとして現われており，從来数個所に知られ

　ている鉱床はすべてこのSeptaの縁辺部に近く胚胎して

．いる。鉱体は何れも不規則な塊状乃至楕円体獣のものが

連鎖状をなし，筒状の鉱床を形成する傾向が強い。

　親在坑道の殆んごが入坑出乗外、且つそ粋ぢも未だ探

鉱の目的を蓬することなぐ中止しているので，鉱量の計

　算は不可能な状態に在る。然し乍ら将来の探鉱によつて

　はなお多くの鉱床の存在が期待出来るであろ5。特に西

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　紳鉱床，・伴慶鉱床の下部に対じては探鉱坑道の推進，紳

恵鉱床に対しては附近の地形が地較的緩慢で劇る’と㌧渉一

　ことふらも，何等かの物理探鉱を試みるのが効果的では

　ないかと思う。　　　　　　　（昭和雛年6月調査1

北海道，北見國海・別硫黄鉱山調査韓告、

、

・　、齋　藤　正　雄暑
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